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金
木
町
に
お
け
る
農
業

構
造
改
普
事
業
は
、
六
月

九
日
付
で
腱
業
櫛
造
改
選

計
画
地
域
に
掃
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
中

に
計
画
の
作
成
を
終
え
、

明
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画

で
事
業
を
実
施
す
る
段
取

り
と
な
り
ま
し
た
。

【
現
地
の
慰
霊
祭
で
】

約
一
徳
一
千
四
百
万
円
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
細
部
の
計
画
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
か
、
計
画
概
要
跡
に

よ
る
と
、
実
施
す
る
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

米
と
り
ん
ご
で
、
総
事
業
費
は

股
業
構
造
改
善
邪
業
は
〃
股

業
の
近
代
化
″
を
目
概
に
、
昭

和
三
十
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

国
の
諏
要
股
業
施
策
の
一
つ

で
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町

村
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
木
町
で
も
、
こ
の
事
業
を

実
施
す
べ
く
、
金
木
農
協
の
再

建
な
ど
地
元
の
受
け
入
れ
体
制

の
盤
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
各
農
協
や
土
地

改
良
区
な
ど
の
話
し
合
い
も
進

み
、
今
年
の
二
月
に
股
林
大
臣

あ
て
に
計
画
地
域
指
定
の
申
諦

を
出
し
て
い
た
も
の
で
す
。

金
木
町
の
事
業
実
施
作
目
は

米
に
関
連
し
た
事
業
一

区
画
整
理
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
事
業
主
体
川
倉
土
改
区
）
、

事
業
実
施
は
岨
年
か
ら

区
画
整
理
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
計
画

日
本
遺
族
会
主
催
の
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島
戦
跡
巡
拝
団

の
一
員
と
し
て
、
去
る
六
月
四

日
、
羽
田
か
ら
特
別
機
で
マ
ニ

ラ
に
着
き
一
週
間
現
地
で
戦
喪

者
の
慰
霊
を
行
な
っ
て
帰
づ
て

き
た
。
現
地
で
の
印
象
を
簡
単

に
記
し
て
み
た
い
。

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
島
で
の
戦

死
者
は
四
十
七
万
六
千
人
、
こ

の
う
ち
、
本
県
の
戦
死
者
は
七

千
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ル
ソ

ン
島
は
レ
イ
テ
島
に
つ
ぐ
激
戦

地
で
、
昭
和
二
十
年
、
米
軍
の

砲
撃
は
海
と
空
か
ら
雨
の
よ
う

に
ふ
り
か
か
り
、
草
木
が
一
本

も
な
く
な
り
、
全
滅
に
近
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
一
行
百
二
十
七
名
は

ラ
イ
ス
セ
ン
ク
ー
一
棟
、
股
機

具
絡
納
叩
一
棟
、
ト
ラ
ク
タ
ー

ニ
台
、
刈
取
概
四
台
（
以
上
事

業
主
体
川
、
股
協
）

一
り
ん
ご
に
関
連
し
た
事
業
一

ス
ピ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

六
台
（
川
倉
股
協
一
、
金
木
展

陥
二
、
悪
良
市
股
協
一
、
沸
瀬

股
協
二
）
、
股
機
具
格
納
庫
六

棟
（
金
木
農
協
二
、
川
倉
股
協

一
、
湘
瀬
股
協
二
、
群
良
市
股

協
一
）
、
一
般
展
迩
一
、
○
二

六
メ
ー
ト
ル
（
嘉
瀬
り
ん
ご
生

産
組
合
）
、
り
ん
ご
貯
蔵
庫
一

棟
（
聯
瀬
股
協
）
、
り
ん
ご
選

果
所
一
棟
（
那
瀬
股
協
）
、
り

ん
ご
捕
栽
一
○
○
町
歩
二
万
本

（
個
人
）
、
貯
水
棚
十
二
カ
所

（
り
ん
ご
生
産
組
合
）

以
上
の
耶
業
の
う
ち
、
川
倉

土
地
改
良
区
の
区
画
幣
理
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
、
受
益
者
全

口
の
内
諾
洲
が
ま
と
ま
っ
て
お

り
、
で
き
れ
ば
昭
和
四
十
二
年

謝
辞
座
蹄
諏
呪
い
岬
価
鯉
叶
壺
一金

木
町
遺
族
会
長
吉
田
長
一
郎

六
月
四
日
羽
田
か
ら
マ
ニ
ラ
に

着
き
無
名
戦
死
者
の
墓
地
に
礼

拝
し
た
あ
と
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ

収
容
所
で
合
同
慰
霊
祭
を
行
な

っ
た
。
靖
国
神
社
か
ら
池
田
権

宮
司
も
出
席
、
お
ご
そ
か
に
修

抜
招
魂
の
り
と
奏
上
の
声
か
流

れ
る
と
息
子
や
夫
を
な
く
し
た

遺
族
か
ら
す
す
り
泣
き
の
声
か

も
れ
る
。

生
々
し
い
激
戦
の
跡

一
行
は
こ
の
モ
ン
テ
ン
ル
パ

で
北
と
南
の
二
班
に
分
か
れ
、

私
は
長
男
の
戦
死
地
で
あ
る
北

班
に
所
属
、
サ
ン
ミ
ゲ
ル
ー
バ

ギ
オ
ー
リ
ン
ガ
エ
ン
ー
ピ
ナ
ロ

ン
ー
サ
ン
ホ
セ
ー
マ
ニ
ラ
と

約
三
百
キ
ロ
の
長
途
を
巡
拝
し

た
。
現
地
は
激
戦
の
跡
が
ま
だ

す
。
そ
の
他
の
邪
業
に
つ
い
て
も

今
後
、
国
、
県
、
地
元
が
話
し

合
っ
て
突
施
年
度
等
、
計
凹
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

金
木
町
で
ば
七
月
一
日
付
で

機
柵
改
埴
し
、
厚
生
課
を
廃
止

し
て
、
新
た
に
町
民
課
と
民
生

革
蕊
雛
鱸
職
鮮

改
孕
廊
磁
鋤
確
轆
祁
蝿

構
議
羅
認
鍛
認

機
“
認
馨
り
で
す
．

で
①
姉
殿
轆
畢
避
録
に
関

場
②
現
年
金
に
関
す
る

役
繩
恥
硫
蕊
迂

◇
民
生
課

①
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

②
社
会
保
障
に
関
す
る
こ
と

場

Ｐ
ｐ
０
Ｈ
Ｉ

生
点
し
く
、
↓
、
ニ
ラ
湾
の
コ
レ

ヒ
ド
ー
ル
島
の
要
塞
は
今
で
も

そ
の
ま
ま
、
網
目
の
よ
う
に
掘

ら
れ
た
通
路
を
Ｍ
Ｐ
に
つ
き
そ

わ
れ
て
案
内
さ
れ
た
が
、
な
か

は
う
す
暗
く
、
ぼ
っ
か
り
あ
い

た
穴
に
は
ま
だ
砲
台
か
そ
の
ま

ま
で
、
錆
つ
い
た
高
射
砲
が
空

に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
は
い
た

い
た
し
か
っ
た
。

サ
ン
ミ
ゲ
ル
、
ビ
ナ
ロ
ン
、

バ
ギ
オ
は
戦
死
者
か
最
も
多
い

と
こ
ろ
で
、
ピ
ナ
ロ
ン
で
は
米

の
収
穣
期
だ
っ
た
ｃ
陣
稲
の
穂

か
道
ば
た
に
落
ち
て
い
る
の
を

み
て
、
「
腹
い
っ
ぱ
い
米
の
飯

を
食
べ
た
ろ
う
か
！
」
と
つ
ぶ

や
く
遺
族
の
声
で
、
た
ち
ま
ち

バ
ス
の
中
は
す
す
り
泣
き
の
声

水
町
Ｉ
菊
地
鉄
雄
、
杉
林
イ
ク

栄
町
Ｉ
川
田
三
太
郎
、
菊
地
ク

キ
田
町
Ｉ
角
田
襲
吉
、
角
田

昭
和
四
十
一
年
度
の
行
政
協

力
委
員
は
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
今
月
中
に
組
織
会
を

開
催
し
、
会
長
は
じ
め
、
附
任

委
幽
な
ど
手
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

③
保
険
術
生
に
側
す
る
こ
と

こ
の
た
び
の
機
柵
改
雌
に
よ

り
、
金
木
町
で
は
八
課
（
総
務

裸
、
税
務
礫
、
財
政
鍬
、
民
生

新
行
政
協
力
委
員
決
ま
る

助
役
に
成
田
氏

収
入
役
に
は
西
沢
氏
が
就
任

欠
員
中
の
金
木
町
の
助
役
に

は
、
六
月
十
一
日
付
で
、
削
助

役
の
成
田
鋤
職
氏
、
収
入
役
に

は
、
西
沢
小
市
郎
氏
か
就
任
し

ま
し
た
。

成
田
助
役
の
話
Ｉ
再
び
助
役
に

逸
任
さ
れ
、
町
陛
の
補
依
役
と

し
て
の
蛍
任
の
爪
大
さ
を
揃
感

金
木
地
区

三
一
’
’
三
一
｜
＃
二
二
一
↓
；
一
一
一
言
」
’
一
一
言
］
＃
三
言
…
三
言
～

今
月
中
に
組
織
会
を
開
催

’
1

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

干
も
ち
や
清
酒
を
さ
さ
げ
る

私
ご
と
で
恐
縮
で
あ
る

か
、
長
男
の
隆
一
は
、
バ
ギ

オ
市
か
ら
北
方
三
十
五
キ
ロ

ほ
ど
は
な
れ
た
山
岳
地
幣
で

戦
死
し
た
。
バ
ス
は
そ
こ
ま

で
は
進
め
な
か
っ
た
か
、
案

内
者
に
「
あ
の
山
が
そ
う
で

す
よ
」
と
い
わ
れ
た
と
き
、

思
わ
ず
「
今
、
来
た
ぞ
１
」

と
二
十
一
年
ぶ
り
に
息
子
の

名
を
呼
び
つ
．
つ
け
た
。

家
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
干

も
ち
、
日
本
酒
な
ど
を
さ
さ

げ
、
長
女
の
嫁
に
行
っ
た
こ

と
や
、
孫
が
生
ま
れ
た
こ

と
、
郷
里
の
人
た
ち
の
こ
と

な
ど
を
話
し
た
。

二
十
余
年
前
元
気
で
出
征

し
た
長
男
に
般
後
の
別
れ
を

告
げ
、
現
地
の
小
石
を
三
十

個
ほ
ど
持
ち
か
え
っ
た
。
金

木
の
遺
族
の
方
々
に
分
け
て

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
Ｐ

シ
カ
耐
本
町
Ｉ
米
谷
国
雄
、

中
谷
フ
サ
上
山
道
町
Ｉ
角
田

源
三
郎
、
津
凡
ヨ
キ
エ
下
山

辿
町
１
川
中
又
四
郎
、
角
田
イ

サ
昭
和
町
Ⅱ
工
藤
牧
、
葛
西

伯
神
川
町
ｌ
阿
部
正
民
、
中

村
ヤ
ヱ
、
伊
藤
と
し
子
朝
日

町
Ｉ
角
川
昭
太
郎
、
白
川
き
え

斎
藤
せ
つ
北
新
町
Ｉ
商
橋
勝

治
、
長
尾
ヤ
エ
小
川
町
一
区

Ｉ
新
岡
慶
一
、
田
村
ミ
チ
へ

小
川
町
二
区
Ｉ
池
田
喜
貞
、
新

た室課課
0，、、

し
て
い
ま
す
。

軌
任
し
た
以
上
は
、
殴
善
を

尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
し
ま
す
。

箙
業
課
、
建
没
槻
、
保
険

町
民
郷
）
二
室
（
企
画

出
納
室
）
と
な
り
ま
し

‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｌ
甲
心
弔
●
ｒ
・
牌

【 成田氏】

岡
澗
美
米
町
Ⅱ
良
坂
価
治
、

野
宙
り
せ
川
端
町
Ⅱ
徳
川
刀

之
亟
、
長
尾
り
せ
寺
町
Ｉ
楠

芙
留
三
郎
、
沢
田
ト
シ
芦
野

浦
町
Ｉ
沢
田
久
太
郎
、
沢
田
ク

ニ
新
窟
町
Ｉ
沢
田
新
太
郎
、

丹
場
ミ
チ
エ
若
松
町
Ⅱ
太
川

多
古
、
丸
山
千
代
、
津
崎
や
よ

波
利
雁
義
雄
、
成
田
つ
わ
見

崎
町
Ⅱ
津
局
多
七
、
白
川
シ
マ

三
軒
町
Ｉ
白
川
勝
雄
、
木
下
キ

セ
上
沢
部
Ｉ
白
川
定
道
、
福

長
美
好
下
沢
部
Ⅱ
白
川
永
一

白
川
ト
シ
ヱ
上
蒔
田
Ｉ
田
中

亜
正
、
白
川
タ
ネ
下
蒋
田
Ｉ

外
崎
輔
一
、
吉
田
ト
シ
ヱ

神
原
Ｉ
三
上
半
次
郎
、
前
田
ト

シ
上
藤
枝
Ｉ
小
川
内
市
列
、

原
田
り
ん
子
下
藤
枝
Ｉ
工
藤

繁
次
郎
、
今
り
そ
中
藤
枝
ｉ

工
藤
弥
十
郎
、
原
田
き
な
湯

の
川
Ⅱ
中
谷
敏
雄
、
古
川
ヨ
ソ

林
下
Ｉ
中
谷
豊
年
、
中
谷
キ
ヱ

向
道
１
大
佐
賀
春
男
、
外
崎
サ

グ
女
坂
Ⅱ
中
谷
孫
一
、
泉
谷

良
子
上
宇
田
野
Ⅱ
中
谷
一
郎

工
藤
サ
ミ
下
宇
田
野
Ｉ
金
網

永
吉
、
三
潟
ソ
ワ
大
東
ケ
丘

Ｉ
噌
田
安
雄
、
千
田
リ
エ

西
沢
氏
の
話
Ｉ
こ
の
た
び
、
は

か
ら
ず
も
収
入
役
と
い
う
大
任

を
お
お
せ
つ
か
り
、
職
責
を
全

う
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
で
す

し
か
し
、
ひ
き
う
け
た
以
上

は
、
自
ら
を
厳
し
く
し
て
、
与

一
嘉
瀬
地
区
一

上
中
柏
木
ｉ
原
田
秀
雄
、
原
田

ヨ
ソ
下
中
柏
木
Ｉ
原
田
勘
之

亟
、
原
田
ミ
キ
東
町
Ｉ
今
清

作
、
小
山
内
洋
子
上
小
栗
崎

Ｉ
伊
藤
勝
四
郎
、
秋
元
マ
ッ
エ

中
小
栗
崎
Ｉ
神
島
忠
雄
、
小
松

サ
キ
下
小
栗
崎
Ｉ
伊
藤
勉
、

伊
藤
レ
イ
子
上
派
立
Ｉ
沢
田

国
美
、
花
田
き
み
え
中
派
立

Ｉ
中
村
長
作
、
・
伊
藤
タ
ケ
下

派
立
ｌ
鎌
田
善
七
、
蛸
島
コ
ト

上
新
町
Ｉ
阿
部
金
治
、
黒
滝
な

か
下
新
町
Ｉ
浜
田
繁
四
郎
、

須
崎
ス
ミ
ヱ
上
昭
和
町
Ⅱ
山

中
哲
男
、
工
藤
つ
る
下
昭
和

町
Ⅱ
山
中
文
男
、
沢
田
キ
セ

本
町
Ｉ
原
田
堅
蔵
、
山
中
カ
ョ

冷
水
Ｉ
土
岐
永
作
、
津
田
ツ
ル

東
町
Ｉ
阿
部
定
平
、
鳴
海
シ
ョ

畑
中
１
内
海
徳
市
、
土
岐
ツ
ル

【西沢氏】

え
ら
れ
た
任
務
を
誠
実
に
遂
行

す
る
つ
も
り
で
す
。
町
民
の
皆

概
に
奉
仕
で
き
れ
ば
幸
い
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

更
生
部
落
Ｉ
木
川
武
四
郎
、
新

岡
ナ
ミ
西
岩
兄
町
Ｉ
元
石
繁

正
、
大
橘
キ
ミ
束
岩
兄
町
Ｉ

古
川
与
四
郎
、
叩
海
春
枝
林

町
Ｉ
米
谷
洲
、
治
岡
田
キ
ワ

野
崎
１
棟
方
武
四
郎
、
棟
方
キ

江
北
本
町
Ⅱ
今
盛
栄
、
米
谷

キ
ミ
下
派
立
Ｉ
三
上
菊
次
郎

小
野
ス
ミ
ヱ
上
派
立
Ｉ
大
橋

藤
太
郎
、
加
賀
谷
ト
ヨ
南
本

町
Ⅱ
今
健
佐
久
、
今
き
い
上

柏
木
町
Ｉ
加
藤
弥
一
郎
、
古
川

ハ
ッ
ヱ
下
柏
木
町
Ｉ
古
川
亮

之
助
、
加
藤
キ
ヅ
ヱ
下
町
Ｉ

伊
藤
猪
之
吉
、
古
川
テ
ル
川

端
町
Ｉ
今
兵
太
郎
、
今
キ
ネ

双
葉
町
Ｉ
黒
川
辰
三
郎
、
高
橋

哲
子

後
町
Ｉ
土
岐
岩
五
郎
、
沢
田
ソ

ネ
下
古
町
Ｉ
小
山
内
派
一
郎

川
中
コ
ョ
上
古
町
Ⅱ
土
岐
保

正
、
鈴
木
た
み
新
城
町
Ｉ
鎌

田
稲
辰
、
須
崎
キ
セ
新
提
町

Ｉ
原
田
瀞
一
郎
、
鎌
田
ク
マ

上
鍛
冶
町
Ⅱ
原
田
金
四
郎
、
沢

日
イ
ミ
下
鍛
冶
町
Ｉ
木
下
旭

太
郎
、
木
村
き
ね

東
北
地
区
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

去
る
六
月
二
十
五
日
か
ら
三

日
間
、
秋
川
巾
で
開
か
れ
た
東

北
地
区
商
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

伽
散
会
に
お
い
て
、
花
川
一
氏

か
会
及
に
避
ば
れ
ま
し
た
。

花
田
氏
が
会
長
に

き
ぐ
奄
笑
、
天
、
、
笑
、
亀
唾
英
黄
霊
さ
電
、
箕
ふ
き
迂
寓
、
詮
、
、
、
託

’
喜
良
市
地
区II こ

ど
も
の

火
あ
そ
び

か
な
ら
ず

つ
き
そ
っ
て

危
い
こ
と
の

な
い
よ
う
にⅢ

川
川
仙
川
』
ロ
”
Ｉ

次 ’

【
１
口

■
■
■
■
■
●
凸
■
凸
■
■
■
■
■
句
凸
む
め
一
■
■
０
Ｊ
■
●
■
■
●
■
■
凸
■
■
Ｐ
・
ロ
②
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
・
一
■
日
■
■
■
Ｐ
●
一
・
・
■
■
■
■
①
凸
一
●
守
■
■
■
■
■
■
・
』
毎
■
■
■
■
■
・
毎
Ｐ
・
■
■
■
■
■
唇
の
Ｐ
凸
■
■

一
青
森
県
か
ら
ナ
メ
流
し
を
完
全
追
放
し
、
密
漁
を
防
止

皿
し
よ
う
。

一
こ
れ
は
関
係
者
の
長
い
あ
い
だ
の
願
い
で
す
。

一
咋
誰
”
御
や
ら
ず
、
昨
年
も
蹄
く
ほ
ど
ナ
メ
流
し
が
発
生

一
生
命
の
根
源
で
あ
る
水
、
そ
の
水
を
運
ぶ
川
を
き
れ
い

に
し
よ
う
。

／
・
咋
恥
卵
割
獅
醜
諏
虻
す
む
惟
民
の
、
い
や
、
全

や
つ
あ
え
て
悲
願
と
掲
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ほ

一
‐
し
し
ふ
ど
、
川
の
禰
染
が
ひ
ど
く
、
昨
日
も
今
日
も
川

↓
放
し
は
汚
さ
れ
て
い
る
。

ゞ
槌
趾
測
唖
幟
舳
》
糊
繩
灘
嘘
奇
鯲
す

一
Ｉ
Ｕ
舎
琶
そ
の
た
め
に
年
左
助
航
に
励
ん
で
い
る
の
で
す

卦
流
漁
が
、
む
し
ろ
費
源
は
減
る
力
が
多
い
現
状
で
す

“
メ
密
埋
の
べ
た
三
つ
の
願
い
は
、
つ
ま
る
と
こ

一
ナ
「
川
を
き
れ
い
に
し
、
魚
を
ふ
や
し
、
ふ
え

た
魚
を
県
民
み
ん
な
か
利
用
し
よ
う
。
」
と

一
い
う
、
ひ
と
つ
の
願
い
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

一
で
す
か
ら
願
い
は
ひ
と
つ
。

岬
「
川
を
き
れ
い
に
し
、
す
む
魚
を
ふ
や
し

一
．
県
民
み
ん
な
が
楽
し
め
る
川
に
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

主
催
青
森
県

青
森
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

青
森
県
内
水
面
漁
協
連
絡
協
磯
会

凸
凸
』
■
■
■
■
■
①
凸
■
・
“
■
■
ｑ
■
■
年
凸
・
凸
■
■
■
■
巴
・
毎
一
の
。
■
■
■
■
■
・
凸
■
単
色
■
■
■
■
■
●
寺
・
写
■
■
■
■
■
・
』
・
●
■
■
■
■
・
凸
●
・
●
・
■
■
■
■
Ｄ
Ｐ
凸
・
宇
己
■
■
■
■
Ｕ
・
韓
・
・
・
■
ｑ
岻
呂
■
一
・

△
金
木
地
区

七
月
十
九
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
偏
四
時
ま
で
と
二
十

日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
研
修
所

△
川
倉
地
区

七
月
二
十
日
午
后
一
時
か
ら
四
時
ま
で
川
灯
公
民
館

－
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